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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年12月期第２四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年12月期第２四半期 12,100 5.2 624 404.6 679 445.7 532 － 

26年12月期第２四半期 11,504 － 123 － 124 － △265 － 
 
（注）包括利益 27年12月期第２四半期 579 百万円 （－％）   26年12月期第２四半期 △314 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年12月期第２四半期 17.55 － 

26年12月期第２四半期 △8.76 － 

(注) 決算期変更に伴い平成25年12月期は９ヶ月の変則決算となっておりますので、平成26年12月期第２四半期の対前年
同四半期増減率は記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年12月期第２四半期 27,895 20,148 71.5 

26年12月期 29,035 19,918 67.9 
 
（参考）自己資本 27年12月期第２四半期 19,934 百万円   26年12月期 19,721 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年12月期 － 6.00 － 6.00 12.00 

27年12月期 － 6.00       

27年12月期（予想）     － 6.00 12.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 24,630 2.8 1,200 275.1 1,280 145.6 980 － 32.32 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 
  



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期２Ｑ 30,743,604 株 26年12月期 30,743,604 株 

②  期末自己株式数 27年12月期２Ｑ 421,798 株 26年12月期 421,756 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期２Ｑ 30,321,824 株 26年12月期２Ｑ 30,321,965 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費に伸び悩みがみられたものの、設備投資が回復基調

となり、輸出が堅調に推移するなど、景気は緩やかな回復傾向で推移しました。

 当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び塗料業界におきましては、総じて需要が低調に

推移するなど、不透明な経営環境が続きました。

 当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品

を市場に投入し売上増加に努め、当第２四半期連結累計期間の売上高は12,100百万円（前年同期比5.2％増）とな

りました。

利益面では、コスト削減・合理化、中国事業の収支改善に加え化成品事業の収支改善もあり、営業利益は624百

万円（前年同期比404.6％増）、経常利益は679百万円（前年同期比445.7％増）となりました。国庫補助金254百万

円と固定資産圧縮損167百万円の計上があり四半期純利益は532百万円（前年同期は265百万円の四半期純損失）と

なりました。

 

 セグメント別の業績は次の通りであります。

 

・製紙用薬品事業

 製紙業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の紙・板紙の国内生産は1,305万トンと前年同期比２％

の減少でありました。需要が減少する中、当社グループは、国内市場、中国市場へ差別化商品の売上増加に努め

た結果、当事業の売上高は、7,636百万円（前年同期比1.4％増）となりました。

 利益面では、コスト削減・合理化に加え、中国事業の収支改善もあり、セグメント利益は513百万円（前年同

期比59.1％増）となりました。

・印刷インキ用・記録材料用樹脂事業

 印刷インキ業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の印刷インキの国内生産は17万トンと前年同期比

３％の減少でありました。需要が減少する中、当社グループにおいては、オフセットインキ用樹脂、水性インキ

用樹脂の売上高がそれぞれ減少し、記録材料用樹脂の売上高は前年同期並みで推移しました。その結果、当事業

の売上高は、2,693百万円（前年同期比13.4％減）となりました。

 利益面では、コスト削減・合理化により、セグメント利益は119百万円（前年同期比753.0％増）となりまし

た。

・化成品事業

 前第２四半期連結会計期間に加わった化成品事業の売上高は、1,771百万円（前年同期は863百万円）となりま

した。セグメント利益は219百万円（前年同期は34百万円のセグメント損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における当社グループの財政状態は以下の通りとなりました。

（流動資産）

 受取手形及び売掛金の減少及び短期貸付金の増加により流動資産は17,446百万円（前連結会計年度末比817百

万円減）となりました。

（固定資産）

 有形固定資産の取得が減価償却を下回ったこと及び国庫補助金の受取に伴う固定資産の圧縮処理により固定資

産は10,449百万円（前連結会計年度末比322百万円減）となりました。

（流動負債）

 支払手形及び買掛金の減少により流動負債は6,406百万円（前連結会計年度末比1,399百万円減）となりまし

た。

（固定負債）

 退職給付に係る負債の増加及び繰延税金負債の減少により固定負債は1,340百万円（前連結会計年度末比29百

万円増）となりました。

（純資産）

 四半期純利益の計上、剰余金の配当、及び「退職給付に関する会計基準」等の改正に伴う会計方針の変更によ

る利益剰余金の減少により純資産は20,148百万円（前連結会計年度末比230百万円増）となりました。その結

果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は71.5％となりました。また、有利子負債残高1,100百

万円を自己資本で除した倍率（Ｄ／Ｅレシオ）は0.06倍となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 国内における製紙用薬品、印刷インキ用・記録材料用樹脂の需要が低調に推移する中、売上高は従来の業績予想

を下回る見込みでありますが、コスト削減・合理化が進んだことに加え、化成品事業の収益拡大もあり、営業利

益、経常利益、及び当期純利益が従来の業績予想を上回る見込みでありますので、平成27年２月12日に公表いたし

ました平成27年12月期（平成27年１月１日～平成27年12月31日）の通期の連結業績予想を下記のとおり修正してお

ります。

 

平成27年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 26,350 1,000 1,060 830 27 37

今回修正予想（Ｂ） 24,630 1,200 1,280 980 32 32

増減額（Ｂ－Ａ） △1,720 200 220 150    

増減率（％） △6.5 20.0 20.8 18.1    

（ご参考）前期実績

（平成26年12月期）
23,970 319 521 △18 △0 61

 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであり、実際の業績等は様々な要因に

よって予想数値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、当社の退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、当社の割引率の決定方法を従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が260,177千円増加し、利益剰余金が167,554

千円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 790,783 750,070 

受取手形及び売掛金 10,657,859 9,349,317 

電子記録債権 523,017 415,037 

商品及び製品 2,237,503 2,320,207 

仕掛品 389,019 474,249 

原材料及び貯蔵品 1,290,524 1,107,305 

短期貸付金 1,813,411 2,549,137 

その他 566,050 485,022 

貸倒引当金 △4,900 △4,132 

流動資産合計 18,263,269 17,446,215 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,530,343 2,462,746 

機械装置及び運搬具（純額） 1,988,713 1,777,751 

土地 4,473,345 4,473,345 

その他（純額） 430,178 366,586 

有形固定資産合計 9,422,581 9,080,429 

無形固定資産 68,997 83,480 

投資その他の資産    

その他 1,341,841 1,346,831 

貸倒引当金 △61,573 △61,576 

投資その他の資産合計 1,280,267 1,285,254 

固定資産合計 10,771,846 10,449,165 

資産合計 29,035,116 27,895,381 

 

- 5 -

星光ＰＭＣ㈱（4963）　平成27年12月期　第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,406,653 3,355,037 

短期借入金 1,100,000 1,100,000 

未払法人税等 146,135 180,394 

引当金 455,373 450,224 

その他 1,698,005 1,320,646 

流動負債合計 7,806,168 6,406,302 

固定負債    

役員退職慰労引当金 15,925 15,925 

退職給付に係る負債 795,840 923,455 

資産除去債務 81,908 82,565 

繰延税金負債 322,319 261,262 

その他 94,433 57,004 

固定負債合計 1,310,426 1,340,213 

負債合計 9,116,595 7,746,516 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,000,000 2,000,000 

資本剰余金 1,566,178 1,566,178 

利益剰余金 16,285,066 16,467,807 

自己株式 △104,714 △104,754 

株主資本合計 19,746,530 19,929,232 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 337,431 351,829 

繰延ヘッジ損益 4,712 187 

為替換算調整勘定 144,463 148,714 

退職給付に係る調整累計額 △511,858 △495,412 

その他の包括利益累計額合計 △25,251 5,318 

少数株主持分 197,241 214,313 

純資産合計 19,918,521 20,148,864 

負債純資産合計 29,035,116 27,895,381 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 11,504,322 12,100,687 

売上原価 9,287,747 9,299,048 

売上総利益 2,216,575 2,801,638 

販売費及び一般管理費 2,092,722 2,176,733 

営業利益 123,852 624,905 

営業外収益    

受取利息 11,730 6,931 

受取配当金 10,358 11,103 

仕入割引 7,538 7,878 

為替差益 － 18,491 

補助金収入 16,495 － 

その他 16,259 17,660 

営業外収益合計 62,381 62,065 

営業外費用    

支払利息 2,513 2,409 

売上割引 3,183 2,934 

為替差損 49,350 － 

その他 6,701 2,345 

営業外費用合計 61,749 7,689 

経常利益 124,485 679,281 

特別利益    

固定資産売却益 346 － 

負ののれん発生益 370,790 － 

退職給付引当金戻入額 93,315 － 

投資有価証券売却益 － 3,314 

国庫補助金 － 254,807 

その他 397 － 

特別利益合計 464,850 258,121 

特別損失    

固定資産除却損 2,061 1,823 

退職給付費用 44,653 － 

減損損失 699,407 － 

固定資産圧縮損 － 167,629 

その他 655 － 

特別損失合計 746,776 169,453 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△157,440 767,949 

法人税、住民税及び事業税 67,331 167,162 

法人税等調整額 37,549 51,489 

法人税等合計 104,881 218,651 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△262,321 549,298 

少数株主利益 3,386 17,071 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △265,708 532,226 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△262,321 549,298 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △36,456 14,398 

繰延ヘッジ損益 △5,665 △4,525 

為替換算調整勘定 △60,965 4,250 

退職給付に係る調整額 51,223 16,446 

その他の包括利益合計 △51,864 30,570 

四半期包括利益 △314,186 579,868 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △317,572 562,796 

少数株主に係る四半期包括利益 3,386 17,071 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△157,440 767,949 

減価償却費 544,222 492,395 

減損損失 699,407 － 

負ののれん発生益 △370,790 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △384,888 △69,526 

その他の引当金の増減額（△は減少） △103,117 67,885 

未払賞与の増減額（△は減少） 301,644 △82,365 

未払役員賞与の増減額（△は減少） △35,325 △42,700 

受取利息及び受取配当金 △22,088 △18,034 

支払利息 2,513 2,409 

固定資産売却損益（△は益） △346 － 

為替差損益（△は益） 41,640 △20,864 

固定資産除却損 2,061 1,823 

固定資産圧縮損 － 167,629 

国庫補助金 － △254,807 

投資有価証券売却損益（△は益） － △3,314 

売上債権の増減額（△は増加） 1,304,160 1,435,434 

たな卸資産の増減額（△は増加） △293,079 19,960 

仕入債務の増減額（△は減少） △501,732 △1,055,172 

未収入金の増減額（△は増加） 16,588 12,214 

その他 △178,781 △101,731 

小計 864,648 1,319,185 

利息及び配当金の受取額 22,088 18,034 

利息の支払額 △2,567 △2,474 

法人税等の支払額 △112,898 △133,405 

営業活動によるキャッシュ・フロー 771,271 1,201,340 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △320,705 △512,887 

有形固定資産の売却による収入 1,366 － 

投資有価証券の取得による支出 △2,008 △2,016 

投資有価証券の売却による収入 － 8,102 

無形固定資産の取得による支出 △22,690 △34,798 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△1,369,180 － 

短期貸付金の純増減額（△は増加） 1,415,058 △735,725 

補助金の受取額 － 208,955 

その他 229 2,904 

投資活動によるキャッシュ・フロー △297,931 △1,065,466 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △92,017 △181,107 

その他 △1,825 △2,476 

財務活動によるキャッシュ・フロー △93,843 △183,583 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,965 6,996 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 363,532 △40,713 

現金及び現金同等物の期首残高 448,520 790,783 

現金及び現金同等物の四半期末残高 812,052 750,070 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
製紙用 

薬品事業 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 

化成品 
事業 

合計 
調整額 
（注） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高            

(1）外部顧客に対

する売上高 
7,532,045 3,108,573 863,703 11,504,322 － 11,504,322 

(2）セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

25,268 67,189 － 92,457 △92,457 － 

計 7,557,314 3,175,763 863,703 11,596,780 △92,457 11,504,322 

セグメント利益又は

損失（△） 
322,916 14,046 △34,072 302,890 △179,037 123,852 

（注）１．売上高の調整額△92,457千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△179,037千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

 当第１四半期連結会計期間より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、管理部門等

に係る費用の配賦方法を各セグメントの事業実態に合った合理的な配賦基準に基づき配賦する方法に変更し

ております。

 

（報告セグメントの追加）

 当第２四半期連結会計期間において、ＫＪケミカルズ株式会社の株式を取得し当社の連結子会社としてお

ります。これに伴い、報告セグメント「化成品事業」を新たに追加しております。

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

  製紙用薬品事業

印刷インキ用・

記録材料用樹脂

事業

化成品事業 調整額 合計

減損損失 699,407 － － － 699,407

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 「化成品事業」セグメントにおいて、当第２四半期連結会計期間にＫＪケミカルズ株式会社の株式を取得

し連結子会社としたことにより、負ののれん発生益370,790千円を計上しております。当該負ののれん発生

益は報告セグメントには配分しておりません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
製紙用 

薬品事業 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 

化成品 
事業 

合計 
調整額 
（注） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高            

(1）外部顧客に対

する売上高 
7,636,382 2,693,298 1,771,006 12,100,687 － 12,100,687 

(2）セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

24,065 280,850 6,850 311,766 △311,766 － 

計 7,660,448 2,974,149 1,777,856 12,412,454 △311,766 12,100,687 

セグメント利益 513,605 119,819 219,186 852,611 △227,706 624,905 

（注）１．売上高の調整額△311,766千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△227,706千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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